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こ
の
二
つ
の
著
作
の
著
者
ミ
シ
ェ
ル
・
ヴ
ィ
レ
イ
は
、
パ
リ
大
学
の
法

思
想
史
の
教
授
で
、
今
日
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
ー
1
聖
ト
マ
ス
主
義
の
法
哲

学
を
代
表
す
る
～
人
で
あ
る
。
同
教
授
は
並
数
年
来
国
際
的
な
法
哲
学
雑

誌
》
憎
。
ず
守
①
ω
α
①
℃
ず
陣
δ
ω
○
喜
坤
①
含
O
憎
○
隊
の
編
集
者
で
、
同
誌
は
教

授
の
努
力
で
大
い
に
発
展
を
遂
げ
、
近
年
は
年
を
追
う
て
部
厚
な
も
の
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
昭
和
四
三
年
に
は
日
仏
文
化
交
流
使
節
と
し
て
来
目

し
、
　
九
大
の
法
学
部
で
行
っ
た
講
演
の
草
稿
か
ら
の
筆
者
に
よ
る
四
駅

は
、
本
誌
第
三
五
巻
第
三
号
に
「
自
然
法
の
最
古
お
よ
び
最
新
の
概
念
」

と
題
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ヴ
ィ
レ
イ
教
授
の
今
日
ま
で
の
諸
著
作
の
う
ち
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

の
は
、
ピ
禽
8
ω
島
．
三
ω
8
『
Φ
島
。
ξ
℃
三
δ
。
◎
o
℃
ゴ
一
〇
諭
旨
9
ゴ
N
ひ
α
；

お
①
卜
。
曽
U
巴
囲
o
N
お
よ
び
ピ
。
費
○
搾
穏
○
ヨ
臥
P
8
一
一
L
ρ
⊆
o
ω
巴
。
。
∴
曳

帥
＄
；
お
お
・
℃
話
器
。
ω
¢
響
く
興
ω
牌
重
器
〔
邦
訳
あ
り
．
一
田
中
・
赤

井
訳
「
ロ
ー
マ
法
」
ク
セ
ジ
ュ
文
庫
、
白
水
社
〕
で
あ
る
が
、
筆
者
の
観

る
と
こ
ろ
も
っ
と
も
重
視
す
べ
き
著
作
は
、
中
世
末
か
ら
一
八
世
紀
に
か

け
て
の
法
話
想
の
根
本
的
変
遷
を
綿
密
に
跡
付
け
る
一
九
六
一
年
以
降
の

パ
リ
大
学
で
の
講
義
を
、
逐
年
纒
め
て
謄
写
版
刷
で
出
し
て
行
っ
た
大
著

ぴ
鋤
閃
○
『
ヨ
p
堅
蔵
号
鼠
℃
の
器
ひ
①
㎞
霞
乙
β
仁
①
ヨ
。
留
3
ρ
蒔
9
・
魑
一
④
謂
噸

竃
。
艮
6
年
①
甑
窪
で
あ
る
。

　
多
年
の
博
捜
を
経
て
、
法
思
想
史
的
学
識
の
実
力
に
充
ち
溢
れ
た
著
者



（水波）ミシェル・ヴィレイ「法哲学」「現代法思想の批判」

が
、
初
め
て
、
極
め
て
体
系
的
な
そ
の
独
創
的
な
法
思
想
を
展
開
し
た
の

が
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
二
つ
の
新
著
で
あ
る
。
ヴ
ィ
レ
イ
の
こ
の
独
創
性

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
日
本
で
も
、
一
般
の
法
律
家
達
に
と
っ
て
次
の
二

重
の
意
味
で
驚
き
で
あ
ろ
う
。
一
つ
に
は
ト
マ
ス
主
義
特
有
の
伝
統
的
存

在
論
の
オ
プ
テ
ィ
ク
に
よ
っ
て
す
っ
か
り
見
直
さ
れ
た
法
思
想
史
が
端
的

に
の
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
他
は
法
は
「
行
為
規
範
の
総
体
」
で

は
な
く
実
在
す
る
あ
る
「
社
会
的
関
係
の
現
実
」
で
あ
る
、
と
い
う
ト
マ

ス
主
義
者
の
間
で
は
稀
な
特
異
な
テ
ー
ゼ
を
、
大
胆
に
徹
底
し
て
打
ち
出

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。＊

　
こ
の
二
冊
の
新
著
の
い
ず
れ
を
先
に
読
む
か
、
と
な
れ
ば
、
「
法
哲
学
」

の
方
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
は
ダ
ロ
ー
ズ
社
の
「
要
論
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
巻

と
し
て
出
た
小
型
本
の
教
科
書
で
、
文
章
は
平
易
で
生
彩
に
満
ち
て
い
る

が
、
　
著
書
の
右
の
独
創
的
な
主
張
を
裏
打
ち
す
る
典
拠
の
指
示
も
綿
密

で
、
け
っ
し
て
軽
い
書
物
で
は
な
い
。

　
本
書
は
、
　
「
法
哲
学
の
存
在
理
由
、
本
性
お
よ
び
方
法
」
と
題
し
た
序

論
に
続
い
て
、
第
一
部
「
法
の
目
的
と
し
て
の
正
義
に
つ
い
て
」
、
第
二

部
「
法
目
的
の
そ
の
他
の
概
念
」
、
か
ら
成
っ
て
い
る
。
序
論
で
は
著
者

は
、
今
日
の
法
学
が
時
事
性
や
効
用
性
の
み
を
な
ぜ
求
め
る
に
い
た
っ
た

か
を
尋
ね
て
、
そ
の
答
え
を
、
近
代
法
思
想
史
の
観
念
論
的
、
歴
史
主
義

的
、
実
証
主
義
的
、
実
践
至
上
主
義
的
（
マ
ル
ク
ス
主
義
）
傾
向
に
、
要

す
る
に
特
殊
的
な
も
の
に
自
己
の
研
究
対
象
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

の
み
発
展
す
る
諸
科
学
を
、
哲
学
に
優
位
せ
し
め
る
科
学
主
義
に
そ
の
原

因
を
み
、
反
対
に
各
科
学
の
限
界
を
自
ら
定
め
る
普
遍
的
な
学
、
す
な
わ

ち
哲
学
こ
そ
諸
科
学
に
優
位
す
べ
き
こ
と
、
法
哲
学
も
こ
の
意
味
で
時
事

性
や
効
用
性
が
問
題
に
な
ら
ぬ
法
の
固
有
独
自
の
永
続
的
・
普
遍
的
本
質

を
問
う
べ
き
こ
と
、
そ
う
し
た
意
味
で
の
真
の
法
哲
学
の
創
始
者
は
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

　
本
書
の
第
一
部
第
一
章
、
第
二
章
は
こ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
け
る

法
律
学
の
真
の
対
象
す
わ
な
ち
α
蒔
巴
§
　
の
意
味
で
の
正
義
を
詳
細
に

分
析
し
、
第
三
章
は
ロ
ー
マ
の
法
律
家
に
よ
る
こ
の
概
念
の
継
承
、
第
二

部
第
一
章
の
第
三
節
は
聖
ト
マ
ス
に
よ
る
そ
の
再
興
を
論
じ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
部
分
が
ヴ
ィ
レ
イ
教
授
自
身
の
確
信
す
る
法
概
念
を
積
極
的
に
の

べ
た
も
の
で
、
第
二
部
の
他
の
部
分
は
挙
げ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
古
代
・

中
世
お
よ
び
近
代
法
思
想
に
お
け
る
「
行
為
規
範
」
中
心
の
法
概
念
へ
の

手
厳
し
い
批
判
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
批
判
の
部
分
は
（
よ
り
体
系

的
に
と
は
い
え
ぬ
が
）
よ
り
詳
し
く
は
も
う
一
つ
の
著
作
「
近
代
法
思
想

の
批
判
」
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
方
の
紹
介
に
譲
り
、
こ
こ
で

は
ヴ
ィ
レ
イ
の
法
思
想
の
積
極
的
核
心
の
み
を
の
べ
る
。

　
ヴ
ィ
レ
イ
教
授
は
い
う
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
「
正
義
」
に
つ
い
て
、

一
般
的
正
義
風
涛
巴
。
ω
§
ゆ
お
よ
び
特
殊
的
正
義
O
涛
巴
8
　
の
区
別
を

樹
て
た
。
前
者
は
神
、
自
然
（
コ
ス
モ
ス
）
、
人
の
何
で
あ
れ
誰
か
が
樹

て
た
「
行
為
の
規
範
」
に
合
致
し
て
行
為
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

徳
の
世
界
に
属
し
、
こ
う
し
た
行
為
の
行
い
手
は
義
人
（
正
し
い
人
）
で
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評書

あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
後
者
は
、
組
織
さ
れ
た
集
団
生
活
の
な
か
に
お
い

て
「
各
人
二
各
人
ノ
モ
ノ
ヲ
帰
ス
」
こ
と
、
　
「
各
人
ノ
モ
ノ
」
を
分
配
す

る
こ
と
に
か
か
わ
る
正
義
で
あ
っ
て
、
こ
の
分
配
こ
そ
が
法
の
本
質
（
形

相
）
で
あ
り
、
　
「
各
人
ノ
モ
ノ
」
と
い
う
人
間
存
在
の
外
に
あ
り
人
間
に

よ
り
持
た
れ
る
「
外
的
事
物
」
が
そ
の
素
材
（
質
料
）
で
あ
り
、
こ
の
分

配
を
自
己
の
職
務
と
す
る
「
肥
し
い
」
者
は
裁
判
官
亀
鱒
簿
馨
雰
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

法
学
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
こ
の
後
者
の
正
義
で
あ
り
、
こ
れ
の
み
が

道
徳
と
は
区
別
さ
れ
た
「
法
的
な
も
の
」
の
独
自
・
自
律
の
世
界
を
構
成

す
る
。

　
正
し
い
者
が
或
は
男
性
で
あ
り
或
は
女
性
で
あ
り
う
る
前
者
の
道
徳
的

「
正
義
」
と
は
違
っ
て
、
後
者
の
正
義
貰
「
法
」
象
冨
δ
箒
は
文
法
的
に

中
性
で
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
ギ
リ
シ
ャ
人
の
正
確
な
感
覚
が
あ
る
、
と
著

者
は
い
う
。
そ
れ
は
そ
の
も
の
と
し
て
は
「
外
的
事
物
」
が
人
間
の
社
会

的
・
国
家
的
な
関
係
と
し
て
示
す
焦
る
あ
り
方
で
あ
り
、
ひ
と
は
こ
の
外

的
事
物
の
な
か
に
適
確
に
各
人
に
属
し
て
遍
不
足
の
な
い
中
庸
δ
§
を
、

直
証
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
で
見
抜
く
。
そ
れ
は
前
者
の
正
義
と
違
っ
て
、
直
接

誰
か
の
人
に
か
か
わ
ら
な
い
中
性
的
な
現
実
在
お
二
一
…
蒜
で
あ
る
。
「
法
」

は
こ
の
種
の
「
正
義
」
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
道
徳
に
お
い
て
の
よ
う
に
な
に
か
の
行
為
を

命
令
す
る
命
題
と
し
て
の
規
範
、
　
掟
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
　
法
の
命
題

は
、
現
実
在
と
し
て
の
法
“
正
義
を
あ
り
の
ま
ま
に
弁
証
法
（
対
話
、
討

議
）
を
こ
と
に
用
い
て
発
見
し
、
平
叙
法
で
の
べ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ソ
ン

国
家
の
法
規
や
慣
習
は
、
裁
判
官
が
各
人
の
も
の
の
正
し
い
蹴
分
の
中
庸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

を
は
か
る
際
の
一
つ
の
素
材
で
あ
っ
て
、
裁
判
官
に
何
か
を
命
じ
た
り
は

し
な
い
。
ま
た
行
為
規
範
が
問
題
に
な
る
の
は
、
す
で
に
裁
判
官
が
法
的

思
慮
を
果
た
し
終
え
て
下
し
た
判
決
を
執
行
す
る
段
階
に
お
い
て
で
あ
っ

て
、
こ
の
執
行
は
「
法
的
な
も
の
」
と
は
区
別
さ
れ
た
政
治
的
な
も
の
の

領
域
に
入
る
も
の
、
そ
れ
は
政
治
家
の
仕
事
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
で
、

　
　
　
デ
イ
カ
イ
オ
ン

こ
の
種
の
正
義
一
法
を
告
げ
る
裁
判
官
は
、
社
会
的
分
業
が
存
す
る
組
織

さ
れ
た
集
団
の
状
態
、
こ
と
に
国
家
に
お
い
て
し
か
存
在
し
な
い
か
ら
、

法
的
な
こ
の
特
殊
的
正
義
は
、
　
「
政
治
的
正
義
」
　
9
冨
δ
b
℃
o
一
一
怠
容
b

と
も
呼
ば
れ
る
。

　
最
後
に
当
為
を
、
道
徳
を
、
そ
し
て
法
を
ア
・
プ
リ
オ
リ
ー
な
純
粋
理

性
の
命
法
の
側
に
追
い
や
る
反
面
、
存
在
の
側
に
当
為
の
余
地
を
余
さ
ぬ

二
元
主
義
に
慣
れ
た
今
日
の
法
学
者
に
は
分
り
難
い
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
で
は
、
正
義
既
法
の
こ
の
外
的
事
物
が
そ
の
う
ち
に
価
値
を
蔵
し
て
い

て
、
そ
の
メ
ソ
ン
を
正
し
く
見
分
け
行
動
す
る
こ
と
が
一
つ
の
徳
目
即
ち

公
正
の
徳
た
る
か
ぎ
り
で
は
、
勇
気
、
節
制
な
ど
と
並
ぶ
道
徳
的
な
何
か

で
あ
る
。
し
か
し
道
徳
へ
の
こ
の
連
繋
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
徳
一
般
の

正
義
と
法
の
こ
の
特
殊
的
正
義
と
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
っ
て
は
っ

き
り
区
別
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

　
古
曲
ハ
的
ロ
ー
マ
法
学
者
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
極
め
て
忠
実
で
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
る
が
、
キ
ケ
ロ
に
は
法
貯
行
為
規
範
と
し
て
法
と
道
徳
一
般

と
を
混
周
さ
せ
た
ス
ト
ア
の
影
響
が
混
入
す
る
か
ぎ
り
で
、
そ
の
法
甘
。
・

の
語
は
上
述
二
義
の
正
義
の
間
で
動
揺
的
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
法
の
［
大
集

成
6
0
暮
彊
ω
旨
『
δ
苦
く
｛
一
δ
は
雑
多
な
後
世
の
編
集
物
で
い
っ
そ
う
の
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混
同
を
犯
し
て
い
る
が
、
注
意
深
い
．
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
れ
で
も
決
定
的

な
資
料
で
は
充
分
に
、
法
学
子
達
が
特
殊
的
正
義
と
い
う
法
的
現
実
の
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

律
性
を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
、
　
見
分
け
ら
れ
る
。
　
そ
も
そ
も
法
学
母
。
・

帥
二
一
ω
8
拐
巳
δ
　
は
、
こ
の
自
律
性
の
認
識
に
基
く
か
れ
ら
の
偉
大
な
発

明
で
あ
る
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
＝
二
世
紀
の
聖
ト
マ
ス
は
一
方
で
は
「
行
為
の
規
範
」

の
正
義
の
世
界
を
、
つ
ま
り
聖
書
的
・
律
法
的
・
キ
リ
ス
ト
教
的
道
徳
規

範
の
価
値
を
充
分
尊
重
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
独
立
し
た
自
律
的
な
世
俗

的
法
の
世
界
、
　
「
法
的
な
も
の
」
の
固
有
領
域
を
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的

法
概
念
を
再
興
さ
せ
つ
つ
、
確
保
し
た
。

＊

　
で
は
次
に
、
　
「
現
代
法
思
想
の
批
判
」
の
書
に
移
ろ
う
。
本
書
に
収
め

ら
れ
た
十
二
の
論
文
は
、
そ
の
ま
ま
の
順
序
で
次
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

括
ら
れ
よ
う
。
ω
最
初
の
四
篇
は
総
論
に
あ
た
り
、
右
に
の
べ
た
著
者

固
有
の
法
概
念
と
そ
れ
に
よ
る
独
創
の
法
思
想
史
観
と
を
、
こ
れ
と
は
反

対
の
「
行
為
規
範
」
的
法
概
念
の
キ
リ
ス
ト
教
的
起
源
を
吟
味
し
つ
つ
改

め
て
展
開
す
る
。
　
伽
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
本
書
の
中
心
を
な
す
四
篇
の

論
文
で
、
近
代
法
思
想
の
代
表
者
ボ
ダ
ン
、
　
パ
ー
ク
、
カ
ン
ト
、
マ
ル

ク
ス
お
よ
び
マ
ル
ク
ス
主
義
を
吟
味
し
論
評
す
る
。
　
㈹
第
三
の
グ
ル
ー

プ
は
問
題
史
的
に
、
所
有
権
お
よ
び
義
務
観
念
の
近
代
的
歪
み
を
批
判
す

る
。
　
ω
第
四
の
グ
ル
ー
プ
は
、
結
論
的
な
二
つ
の
論
文
か
ら
成
る
。

　
先
ず
第
一
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
み
よ
う
。
第
一
論
文
と
第
二
論
文
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
↓
。
触
筈
b
幹
巴
。
づ
（
§
（
さ
。
）
と
な
っ
て
い
て
、
共
通
の
標
題
を

も
っ
て
い
る
。
第
一
論
文
で
は
旧
約
聖
書
に
お
け
る
律
法
↓
。
鑓
ず
が
神

示
の
道
徳
規
範
で
あ
る
こ
と
を
吟
味
し
た
後
、
法
律
実
務
に
は
ま
っ
た
く

無
縁
な
僧
院
生
活
を
送
っ
て
い
た
教
会
教
父
達
が
馬
こ
の
ト
ー
ラ
や
新
約

の
愛
の
掟
、
つ
ま
り
は
人
間
の
行
為
を
指
導
す
る
規
範
と
し
て
の
道
徳
法

の
み
を
「
法
」
と
考
え
た
こ
と
を
い
う
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
頃
神
学
が

ロ
ー
マ
法
学
と
接
触
し
た
時
に
も
、
　
「
神
国
論
」
で
の
べ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
正
義
と
は
神
に
「
そ
の
値
す
る
も
の
を
返
す
こ
と
」
で
あ
り
、
そ

し
て
、
そ
れ
は
神
の
示
し
た
十
戒
そ
の
他
の
真
の
道
徳
法
に
服
従
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
　
「
法
律
的
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
主
義
」
が
、
こ
こ
に
始
ま
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ロ
ー
マ
法
の
「
正
義
」
甘
ω
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的

な
δ
×
に
、
↓
霞
魯
に
、
道
徳
一
般
の
「
正
義
」
に
呑
み
込
ま
れ
た
。

　
続
い
て
第
二
論
文
は
い
う
。
甘
ω
を
↓
。
鑓
げ
化
す
る
こ
の
伝
統
は
ス

ペ
イ
ン
の
ス
コ
ラ
学
派
（
藩
翰
ス
コ
ラ
学
派
　
ω
⑦
o
o
＆
①
ω
o
ゴ
。
冨
ω
訟
ρ
仁
①

と
も
呼
ば
れ
る
。
ヴ
ィ
ト
リ
ア
、
ス
ア
レ
ス
、
ソ
ト
ー
等
）
に
引
き
継
が

れ
る
。
た
だ
し
こ
の
学
派
で
は
、
道
徳
の
一
般
論
よ
り
も
、
国
王
や
植
民

者
の
具
体
的
な
行
為
を
指
導
す
べ
き
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ
ク
が
重
視
さ
れ
る
こ

と
、
　
又
名
目
論
的
、
　
し
た
が
っ
て
個
人
主
義
的
傾
向
が
加
わ
っ
て
き
て

い
る
こ
琵
飛
お
い
て
、
従
来
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
と
異
な
る
差
は
あ
る

が
、
　
「
法
」
を
行
為
規
範
、
一
Φ
×
と
と
り
代
え
た
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。

そ
し
て
今
日
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
一
七
世
紀
に
お
い
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
一
般
的
教
養
を
形
成
し
た
こ
の
ス
ペ
イ
ン
的
ス
コ
ラ
学
が
、
｝

七
、
八
世
紀
の
啓
蒙
期
自
然
法
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
　
（
名
目
論
、
個
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気書

人
主
義
、
合
理
主
義
を
伴
い
つ
つ
）
ホ
ツ
ブ
ス
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
、
グ
ロ

ー
チ
ウ
ス
、
プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
、
ヴ
ォ
ル
フ
を
経
て
、
カ
ン
ト
、
フ
ィ

ヒ
テ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ド
イ
ツ
観
念
論
の
頂
点
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
特
殊

的
正
義
1
1
甘
ω
の
忘
却
を
生
ぜ
し
め
た
。
カ
ン
ト
の
影
響
下
に
歴
史
法
学

も
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
も
存
し
、
オ
ー
ス
チ
ン
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
実
証
主

義
も
あ
っ
て
、
今
日
の
法
律
家
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
法
と
は
「
行
為
規
範

の
総
体
」
と
考
え
誤
る
事
態
を
招
来
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ロ
ワ

　
第
三
の
論
文
「
法
に
お
け
る
平
叙
法
」
は
、
法
は
行
為
規
範
で
あ
っ
て

法
命
題
は
命
令
法
で
行
為
を
命
ず
る
も
の
、
し
た
が
っ
て
法
学
に
お
い
て

は
義
務
論
的
論
理
学
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
論
理
学
逸
士
巴
一
圏
さ
≦
ω
箆
お

よ
び
O
輿
巳
①
の
を
、
パ
リ
大
学
の
法
哲
学
研
究
室
に
招
い
て
、
こ
れ
に

反
対
す
る
ヴ
ィ
レ
イ
教
授
と
三
人
で
討
議
し
、
後
に
は
「
法
哲
学
雑
誌
」

第
　
七
巻
に
臼
鮎
。
α
q
器
蝕
q
9
ω
〈
o
δ
と
題
し
て
収
め
ら
れ
た
も
の
の

う
ち
、
ヴ
ィ
レ
イ
教
授
の
提
題
を
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
教
授
は
ロ
ー

マ
法
か
ら
具
体
的
な
事
例
を
種
々
引
用
し
な
が
ら
、
例
え
ば
「
物
A
が
人

B
に
属
す
る
」
と
い
う
ロ
ー
マ
の
法
律
家
の
判
定
は
、
命
令
法
で
は
の
べ

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
。
ロ
ー
マ
法
で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
同

じ
く
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
け
っ
し
て
数
学
的
一
義
性
を
も
っ
て
は
語
ら

れ
え
な
い
蓋
然
的
な
も
の
の
認
識
（
入
間
の
社
会
関
係
の
う
ち
に
あ
る
正

義
鐸
法
の
認
識
は
何
時
も
そ
う
し
た
も
の
で
あ
る
）
　
に
は
、
　
弁
証
的
方

法
、
対
話
法
が
も
っ
と
も
適
合
的
な
認
識
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
。
原
告
、
被
告
が
そ
れ
ぞ
れ
対
立
し
た
一
面
的
な
観
点
か
ら
「
法
」
を

概
念
化
し
、
そ
の
間
に
あ
っ
て
裁
判
官
が
一
応
の
裁
定
を
下
す
、
と
い
う

の
は
そ
う
し
た
方
法
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
有
効
な
論
理
学
は
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
の
ト
ピ
カ
の
論
理
、
つ
ま
り
弁
証
法
で
あ
っ
て
、
義
務
論
的
論
理
学

で
は
な
い
、
と
教
授
は
い
う
。
平
叙
法
に
よ
る
法
発
見
の
討
議
巳
ω
8
霞
の

が
あ
り
、
判
決
が
平
叙
法
で
の
べ
ら
れ
た
後
に
、
そ
れ
を
執
行
す
る
段
階

で
命
令
法
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
法
を
行
為
規
範
で
あ
る
と
い

う
の
は
、
法
に
と
っ
て
偶
然
的
・
非
本
質
的
な
も
の
を
本
質
的
な
も
の
で

あ
る
と
倒
錯
さ
せ
る
誤
り
に
陥
る
の
み
で
な
く
、
そ
れ
は
法
律
家
に
自
ら

の
任
で
は
な
い
余
計
な
負
担
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
そ
う
し

た
法
観
念
の
下
に
あ
っ
て
は
、
も
っ
と
も
巧
み
な
義
務
論
的
論
理
を
操
作

し
て
不
正
を
演
繹
し
か
ね
な
い
。
又
そ
れ
は
、
法
と
同
｝
視
さ
れ
た
法
規

を
正
当
化
す
る
根
拠
を
カ
ン
ト
的
定
言
命
法
や
人
民
の
契
約
、
主
権
者
の

意
思
と
い
っ
た
実
在
に
根
ざ
さ
ぬ
不
確
か
で
主
観
的
な
も
の
に
求
め
さ
せ

る
こ
と
を
通
じ
て
、
法
の
権
威
を
喪
失
さ
せ
る
こ
と
を
招
く
。

　
第
四
論
文
「
新
修
辞
学
と
自
然
法
」
。
　
一
上
述
の
カ
リ
ノ
ウ
ス
キ
の

徒
と
は
反
対
に
、
ヴ
ィ
レ
イ
と
同
じ
方
向
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
弁
証
法

を
法
学
に
導
入
し
よ
う
と
す
る
論
理
学
者
に
は
℃
能
勢
ヨ
睾
や
≦
①
≦
①
α
q

が
い
る
が
、
こ
の
ペ
レ
ル
マ
ン
の
学
派
は
今
日
新
修
辞
学
派
2
0
β
〈
Φ
＝
Φ

筈
蜂
。
ユ
ρ
二
Φ
あ
る
い
は
ブ
ル
ッ
セ
ル
学
派
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
学
派

の
拠
点
で
あ
る
「
ブ
ル
ッ
セ
ル
論
理
学
セ
ン
タ
ー
」
に
ヴ
ィ
レ
イ
教
授
が

招
待
さ
れ
て
の
研
究
報
告
論
文
が
こ
れ
で
あ
る
。
教
授
は
こ
の
学
派
の
立

場
に
基
本
的
に
大
い
に
賛
意
を
表
し
つ
つ
も
、
ペ
レ
ル
マ
ン
が
弁
証
法
を

実
践
の
領
域
の
も
の
と
す
る
こ
と
に
反
対
し
て
、
ロ
ー
マ
法
上
の
実
例
に

即
し
、
む
し
ろ
理
論
的
認
識
の
領
域
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
立
証
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・

ミシェル・ヴィレイ「法哲学」「現代法思想の批判」（水波）

し
ょ
う
と
す
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
弁
証
法
を
も
っ
て
解
明
す
べ
き
も
の

は
、
法
を
行
為
法
則
と
す
る
今
日
の
「
法
の
一
般
理
論
」
で
は
な
く
、
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
ー
ー
ロ
ー
マ
法
学
者
1
1
聖
ト
マ
ス
的
意
味
で
の
「
自
然
法
」
、

つ
ま
り
「
事
物
の
本
性
（
自
然
）
」
に
適
合
し
て
発
見
さ
れ
る
「
法
」
で

あ
る
、
と
い
う
。

＊

　
で
は
第
二
の
グ
ル
ー
プ
に
入
ろ
う
。
こ
れ
が
こ
の
現
代
法
思
想
批
判
の

書
の
眼
目
で
あ
る
。
第
一
番
目
に
は
、
ボ
ダ
ン
が
ひ
き
出
さ
れ
る
。
ボ
ダ

ン
の
法
お
よ
び
国
家
理
論
は
、
ヴ
ィ
レ
イ
教
授
に
よ
れ
ば
、
　
「
調
和
的
正

義
」
を
説
い
た
と
こ
ろ
に
そ
の
核
心
が
あ
る
が
、
こ
の
調
和
的
正
義
が
デ

カ
ル
ト
以
後
の
数
学
的
自
然
科
学
の
影
響
の
下
に
（
遡
れ
ば
プ
ラ
ト
ン
鎚

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
派
に
到
る
）
数
の
神
秘
学
に
堕
し
た
形
に
お
い
て
語
ら
れ
る

た
め
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
的
意
味
で
の
ゴ
p
・
『
ヨ
。
巳
¢
（
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
的
「
正
義
」
瞬
法
◎
欝
鉱
o
p
）
の
堕
落
形
態
、
そ
の
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
と

な
っ
た
と
鋭
く
批
判
す
る
。
こ
れ
に
た
い
し
、
い
っ
そ
う
正
し
く
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
的
意
味
で
の
ハ
ル
モ
ニ
ア
（
調
和
）
を
、
近
代
で
は
E
・
パ
ー

ク
が
一
八
世
紀
に
表
現
し
て
い
る
と
い
う
の
が
第
二
番
目
の
論
文
「
パ
ー

ク
の
法
思
想
」
で
あ
る
。
こ
と
に
パ
ー
ク
に
つ
い
て
の
研
究
が
最
近
急
速

に
進
歩
し
た
米
国
の
諸
文
献
に
依
拠
し
て
、
こ
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
し
か
し
第
二
の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
で
こ
と
に
重
要
な
の
は
、
　
そ
の
第

三
、
　
第
四
番
目
の
論
文
、
　
つ
ま
り
本
書
全
体
で
は
第
七
論
文
に
あ
た
る

「
カ
ン
ト
の
法
理
論
」
お
よ
び
第
八
論
文
に
あ
た
る
マ
ル
ク
ス
と
そ
の
徒

を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
七
論
文
は
、
カ
ン
ト
の
　
ζ
卑
巷
ξ
の
幹
緊
要
Q
。
葺
窪
の
前
半
男
①
・

o
窪
巴
。
ξ
①
の
勺
三
δ
昌
①
日
高
○
に
よ
る
仏
訳
U
o
9
『
凶
づ
①
含
費
。
賞
お
謡
り

く
「
貯
　
へ
の
長
い
序
文
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
、
し
か
も
通
常
の
序
文
と

異
な
っ
て
そ
れ
に
序
文
を
寄
せ
た
当
の
書
物
自
体
を
痛
烈
に
批
判
し
た
も

の
で
あ
る
。
著
者
は
、
カ
ン
ト
が
い
か
に
甘
ω
で
は
な
く
貯
×
を
法
と

考
え
る
（
考
え
謬
る
）
今
日
の
「
法
の
一
般
理
論
」
に
決
定
的
に
影
響
し

て
い
る
か
を
学
説
史
的
に
検
討
し
た
後
に
、
　
ω
カ
ン
ト
の
法
実
務
へ
の

無
知
、
“
②
実
在
か
ら
離
れ
た
妥
当
の
世
界
に
法
を
追
い
や
り
、
こ
れ
を

純
粋
理
性
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
ー
な
定
言
命
法
の
下
に
お
く
そ
の
主
観
主

義
、
　
矧
社
会
契
約
論
を
媒
介
し
て
結
局
国
家
の
主
権
者
の
意
思
に
法
の

源
を
み
る
法
実
証
主
義
へ
の
途
を
開
い
た
こ
と
、
等
の
点
で
批
判
す
る
。

こ
と
に
著
者
が
、
カ
ン
ト
の
私
法
論
が
み
せ
か
け
の
引
用
を
す
る
ロ
ー
マ

法
上
の
も
ろ
も
ろ
の
概
念
　
（
例
え
ば
始
原
的
占
有
に
よ
る
所
有
権
の
獲

得
、
所
有
権
を
物
権
の
典
型
と
す
る
こ
と
、
契
約
に
対
人
的
権
利
を
基
礎

づ
け
る
こ
と
、
　
主
体
の
自
由
と
か
能
力
と
か
定
義
さ
れ
る
権
利
そ
の
も

の
、
物
権
的
な
対
人
権
な
ど
）
が
、
ロ
ー
マ
法
に
実
は
な
い
虚
妄
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
と
こ
ろ
は
、
興
味
深
い
。

　
第
八
論
文
は
「
西
欧
現
代
の
法
哲
学
お
よ
び
社
会
主
義
世
界
の
マ
ル
ク

ス
主
義
の
綜
観
」
と
題
し
て
い
る
が
、
中
心
は
マ
ル
ク
ス
そ
の
も
の
を
論

ず
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
　
論
文
の
前
半
で
は
、
法
律
に
通
暁
し
て
い
た
マ

ル
ク
ス
が
学
び
そ
し
て
そ
れ
に
透
徹
し
た
攻
撃
を
加
え
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
法

学
、
つ
ま
り
カ
ン
ト
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
主
観
主
義
法
理
論
と
そ
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評書

の
影
響
下
に
あ
る
ザ
ヴ
ィ
ニ
ー
ら
の
歴
史
法
学
や
｝
般
法
学
、
さ
ら
に
は

こ
れ
ら
の
法
学
の
系
譜
を
遡
っ
て
ス
ペ
イ
ン
の
ス
コ
ラ
学
派
の
法
理
論
や

（
法
律
的
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
主
義
を
承
け
る
）
ル
ッ
タ
ー
、
カ
ル
ヴ
ィ
ン
、

さ
ら
に
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
復
興
さ
れ
た
ス
ト
ア
的
法
思
想
を
概
観
し

た
後
に
、
法
規
を
超
え
て
実
在
的
な
配
分
的
正
義
（
そ
れ
は
特
殊
的
正
義

“
法
の
一
部
で
あ
る
）
を
追
及
し
問
題
と
す
る
点
で
は
、
マ
ル
ク
ス
は
む

し
ろ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
伝
来
の
伝
統
的
法
観
、
法
存
在
論
に
近
く
、
そ
の

故
に
こ
そ
そ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
法
学
批
判
が
透
徹
し
た
も
の
で
あ
り
え
た
こ

と
を
示
す
。
こ
の
論
文
の
後
半
で
は
、
し
か
し
残
念
な
が
ら
今
日
の
東
欧

諸
国
の
社
会
主
義
的
法
哲
学
の
諸
流
派
は
、
　
（
パ
シ
ュ
カ
ー
ニ
ス
を
例
外

と
し
て
）
ヴ
シ
ン
ス
キ
ー
と
そ
の
徒
の
「
法
と
国
家
の
一
般
理
論
」
が
示

す
よ
う
に
、
　
冨
×
疑
甘
ω
と
す
る
国
家
主
義
、
規
範
主
義
、
法
実
証
主
義

に
転
じ
て
マ
ル
ク
ス
の
批
判
し
た
当
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
法
学
に
近
似
し
て
し

ま
っ
て
い
る
、
と
ヴ
ィ
レ
イ
教
授
は
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
、
西
欧
の
法

学
も
、
フ
ッ
サ
ー
ル
、
シ
エ
ラ
ー
、
ハ
ル
ト
マ
ソ
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
、
ヤ

ス
パ
ー
ス
の
哲
学
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
ー
1
聖
ト
マ
ス
学
派
の
レ
ア
リ
ス
ム

（
ジ
ル
ソ
ン
）
な
ど
、
存
在
論
に
向
う
哲
学
の
傾
向
を
反
映
し
て
い
る
こ

と
、
　
若
干
の
ネ
オ
・
ト
ミ
ス
ト
の
法
存
在
論
が
、
　
マ
ル
ク
ス
と
同
じ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ロ
ワ

「
全
体
的
存
在
の
統
】
」
　
（
唱
●
一
。
。
戯
）
の
う
ち
に
「
法
」
を
お
き
直
し
始

め
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
し
て
、
東
欧
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
が
祖
師
マ

ル
ク
ス
の
法
観
念
に
再
び
忠
実
に
な
る
か
ぎ
り
で
、
真
の
意
味
の
東
西
の

接
近
が
生
ず
る
徴
は
あ
る
、
と
つ
け
加
え
て
主
張
し
て
い
る
。

＊

　
第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ロ
ー
マ
法
に
即
し
て
著
者
の
法
概
念
を
積
極
的

に
基
礎
づ
け
る
二
つ
の
論
文
か
ら
成
っ
て
い
る
。
一
つ
は
「
所
有
権
の
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

念
に
つ
い
て
」
　
と
題
し
て
い
て
、
　
ま
ず
第
一
に
所
有
権
の
本
質
を
吟
味

し
、
近
代
的
な
所
有
権
の
内
容
規
定
甘
雷
¢
8
謬
α
♂
律
呂
昌
α
凶
．
p
ぴ
9
Φ
⇒
島

（
使
用
、
収
益
、
処
分
の
諸
権
利
）
が
意
味
し
て
い
る
言
入
意
思
に
由
来

し
た
物
へ
の
人
の
絶
対
的
支
配
や
そ
の
永
久
性
と
い
っ
た
こ
と
を
、
ロ
ー

マ
法
の
讐
。
隅
す
貯
ω
は
含
意
せ
ず
、
例
え
ば
市
民
A
が
奴
隷
B
を
所
有

す
る
と
い
う
の
は
、
社
会
的
に
生
き
る
他
の
市
民
達
と
の
相
互
関
係
を
中

心
と
し
た
概
念
で
、
奴
隷
へ
の
家
父
の
「
支
配
」
を
意
味
し
て
い
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
を
い
う
。
第
二
に
は
所
有
権
の
淵
源
に
つ
い
て
も
、
近
代
的
所
有
権
の

よ
う
な
、
自
然
状
態
で
の
先
取
（
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
）
や
労
働
（
ロ
ッ
ク
）

に
由
来
す
る
個
人
主
義
的
独
立
性
を
、
ロ
ー
マ
法
の
そ
れ
は
も
た
ず
、
ま

た
人
間
主
体
の
「
完
成
」
の
条
件
と
し
て
の
所
有
権
（
自
然
法
学
派
の
主

張
）
も
、
ロ
ー
マ
法
は
知
ら
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
第
三
に
は
、
所
有
権

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
適
用
の
範
囲
に
お
い
て
も
、
近
代
の
自
然
法
学
派
甘
ω
轟
ε
養
｝
δ
ヨ
¢

の
よ
う
に
所
有
権
の
不
当
な
拡
張
を
な
し
て
、
自
己
自
身
へ
の
所
有
権
と

か
、
　
「
集
合
的
」
所
有
権
、
　
「
公
的
」
所
有
権
な
ど
と
い
っ
た
自
己
矛
盾

し
た
概
念
を
語
る
こ
と
は
、
ロ
ー
マ
時
代
の
法
律
家
の
与
り
知
ら
ぬ
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
の
鷲
。
只
一
の
鼠
ω
は
、
厳
格
な
意
味
で

は
今
日
の
虚
有
権
に
あ
た
る
も
の
の
　
「
客
体
」
　
を
い
う
も
の
で
、
そ
の

霧
蕊
（
使
用
）
で
は
な
く
し
て
単
に
そ
の
管
理
が
中
心
概
念
で
あ
り
、
聖
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ト
マ
ス
は
神
学
大
全
（
自
皇
国
器
．
ρ
ξ
①
①
噂
曽
戸
卜
。
）
で
、
こ
れ
を
忠

実
に
継
承
し
て
い
る
等
々
と
、
種
々
典
拠
を
挙
げ
て
説
く
の
で
あ
る
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
第
二
の
論
文
、
す
な
わ
ち
第
一
〇
論
文
「
政
治
的
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

務
の
変
容
」
は
、
政
治
的
義
務
。
玄
茜
9
δ
昌
℃
〇
一
三
ρ
器
が
今
日
で
は

人
間
の
行
為
へ
の
拘
束
を
意
味
す
る
の
に
た
い
し
、
ロ
ー
マ
法
的
概
念
で

は
役
務
の
給
付
に
人
が
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
、
厳
格
に
法
律
的
な
概
念
と

し
て
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
一
般
的
な
「
義
務
」
　
岱
Φ
〈
o
宣
の
意

味
へ
と
不
当
に
拡
張
さ
れ
た
の
は
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
人
も
知
っ
て
い

た
「
道
徳
的
な
も
の
」
と
「
法
的
な
も
の
」
と
の
区
別
を
無
視
し
て
、
干

た
る
意
味
で
。
げ
一
句
象
δ
コ
を
い
う
過
去
一
切
の
冨
×
1
1
甘
ω
の
法
思
想

的
系
譜
の
謬
り
の
帰
結
で
あ
る
、
と
論
じ
て
い
る
。

＊

　
結
論
の
グ
ル
ー
プ
の
第
一
一
論
文
「
法
の
一
般
理
論
と
法
哲
学
」
は
、

今
日
　
「
法
の
一
般
理
論
」
と
「
法
哲
学
」
と
は
同
じ
実
質
の
も
の
で
、

一
。
×
“
甘
①
　
と
す
る
点
で
変
り
な
い
。
し
か
し
存
在
論
へ
と
向
う
真
正
の

哲
学
こ
そ
が
、
古
典
的
言
ω
を
恢
復
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
、
と
の
展
望
を

示
す
。
こ
れ
は
諸
科
学
の
綜
合
を
目
指
す
フ
ラ
ン
ス
の
「
綜
合
研
究
国
際

セ
ン
タ
ー
」
の
　
「
第
二
九
回
綜
合
週
間
」
　
の
集
会
で
の
べ
ら
れ
た
報
告

で
、
同
セ
ン
タ
ー
の
刊
行
物
H
⑦
紆
9
8
冨
ω
。
。
9
9
0
窃
び
鑑
ヨ
巴
昌
①
ω
9

冨
℃
三
δ
ω
8
三
ρ
勺
母
β
＜
ユ
P
お
謡
に
も
同
文
の
も
の
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
但
し
そ
ち
ら
の
方
に
は
ヴ
ィ
レ
イ
教
授
の
報
告
の
後
の
質
疑
応

答
も
記
録
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
な
か
で
ヴ
ィ
レ
イ
教
授
の
意
味
で
の
実
在

と
し
て
の
冒
の
　
で
も
、
そ
の
背
後
に
価
値
的
な
も
の
、
そ
れ
を
指
示
す

る
冨
×
　
（
こ
の
場
合
5
×
膨
簿
ξ
巴
δ
）
を
予
想
し
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か

ぬ
こ
と
を
い
う
竃
§
o
＜
三
2
×
－
菊
亀
8
0
a
の
鋭
い
指
摘
が
み
ら
れ
た

り
し
て
、
興
味
深
い
。

　
最
後
の
論
文
は
「
政
治
と
法
」
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
種
の

「
対
話
篇
」
で
、
ヴ
ィ
レ
イ
教
授
の
い
う
弁
証
法
、
対
話
法
を
実
例
で
示

す
も
の
で
あ
る
。
パ
リ
大
学
に
新
設
の
法
学
部
が
設
け
ら
れ
る
た
め
に
創

設
準
備
の
（
関
係
各
方
面
を
代
表
す
る
代
表
者
よ
り
成
る
）
集
会
が
も
た

れ
る
こ
と
に
仮
託
し
て
、
こ
と
に
法
と
政
治
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
教
授

の
考
え
を
展
開
し
て
い
る
。
法
は
政
治
の
一
部
で
あ
る
が
、
両
者
は
そ
れ

ぞ
れ
に
自
律
的
な
も
の
で
、
と
も
に
市
民
の
（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
意
味

で
の
）
　
「
よ
い
生
活
」
　
（
著
者
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
「
共
同
善
」
の
よ
う
な

漠
た
る
も
の
で
は
な
い
）
に
奉
仕
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
こ
で

は
今
日
の
法
学
界
の
通
説
的
法
観
を
代
表
す
る
津
o
h
ご
＜
一
〇
・
↓
陣
o
a

（
0
8
搾
。
貯
ε
●
　
℃
8
暁
．
冨
昌
。
一
3
昌
如
Φ
9
一
（
〔
U
『
o
菖
　
帥
三
Φ
ヨ
？

江
8
巴
）
な
ど
と
と
も
に
、
」
大
学
食
堂
の
コ
ッ
ク
長
吏
●
国
。
・
ω
。
σ
q
器

（
ω
品
①
ω
ω
Φ
叡
智
）
も
、
外
国
人
教
授
牢
o
h
．
↓
づ
鼻
（
閑
p
三
）
り
国
。
｛
．

卑
。
琶
お
（
〉
「
翼
0
8
）
り
　
℃
『
o
歴
ω
①
§
o
窪
（
↓
ず
。
ヨ
議
）
も
登
場
す
る

奇
智
溢
れ
た
も
の
で
、
討
議
の
最
後
で
は
、
当
然
、
写
。
暁
・
国
8
邑
冨

が
そ
の
指
導
権
を
握
る
。

　
本
稿
は
ヴ
ィ
レ
イ
教
授
の
近
著
の
紹
介
を
主
と
し
て
い
て
、
こ
れ
に
た

い
す
る
私
の
批
判
を
の
べ
る
こ
と
は
避
け
た
。
近
日
中
に
、
ヴ
ィ
レ
イ
教
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授
の
法
思
想
を
全
体
的
に
分
析
し
論
評
す
る
論
文
を
公
け
に
す
る
積
り
な

の
で
、
す
べ
て
は
そ
ち
ら
に
譲
り
た
い
。
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